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展示名							 	 	 	 片桐晃憲	個展「私を観測する為の素子」	

             	 	 	 	 with	TAIWA	project.	group	exhibition 

             	 	 	 	 鮫島弓起雄	 相澤安嗣志	 菅田奈那  

開催日時：2017 年 2 月 21 日(火)～2 月 26 日(日)	11:00〜23:00（最終日_18:00 まで）	

レセプションパーティー：2月 26 日(日)	16:00〜18:00	

会場：Gallery	Conceal	Shibuya／土日祝日開催有り開催期間中無休	

	 この度 Gallery	Conceal	Shibuya では、TAIWA	project.による第二回目若手作家個展とグループ展覧会

を同時開催する運びとなりました。	

	

私を観測する為の素子concept	

-	私たちは共通の言語があることで互いを理解し関係性を築いています。そして他者との共通点や相違点

を見つけた時、相対的に自身の存在が明らかになります。自身を特定する特異点のようなものは言語に限

らず創出された作品においても、無意識に近い感覚で見つけ出されます。私の作る幾何的な作品群は、形

を与えなければ決して表出することのない内面的な存在です。それらに特異点を見出した時、言葉より遥

かに親密に社会や個人という領域においても関係を築くことが出来ると思います。 
本展示において各作品が皆様を観測する為の素子となり、ある種の対話が図られることを期待します。 - 
 
 
	 同時開催のTAIWA	project.group	exhibitionでは、3名の作家を招いて展覧会をいたします。	

つきましては、是非とも間近で鑑賞して頂きたく業界関係者の皆様へご案内とご招待をしております。	

新鋭作家たちが渋谷のGallery	Concealに集うこの機会に是非ご高覧くださいませ。	
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片桐晃憲(カタギリ	テルカズ)	
長野県出身1986年生まれ	
2011年より創作活動を始める。	

生家の製材所での記憶や大阪芸術大学で学んだ建築を基に、	

幾何図形の構成による平面作品および立体作品を制作する。	

ギャラリーでの個展や各地のアートプロジェクトへ参加し、	

作品が鑑賞者ないし空間に対して呼応する展示を行う。	
http://tagiruka.blog110.fc2.com	

http://tagiruka.tumblr.com	

Artist	Profile	

<経歴>	

■個展	

2017 年	 私を構成する最小の単位より／えすぱすミラボウ	

2016 年		眺めの空に漂う稜線／Gallery	Conceal	

2015 年		標本は重力を持ち得るか／アートギャラリー絵の具箱	

2014 年		ソラニスガク／Gallery	Conceal	

2013 年		僕はそこでうずくまり空を見る／アートギャラリー絵の具箱	

2012 年		SOMEWHERE／Ouchi	Gallery	

2011 年		心象のカタチ展／Mag	Salon＋Gallery	

	

■グループ展	

2016 年	 第 1 回追分ビエンナーレ／油や	

2015 年	 悪の建築展 2015・16／サイト青山	

	 	 	 	 		シブヤスタイル vol.9／SEIBU	SOGO	

2014 年	 境内アート小布施×苗市 2014・15・16／玄照寺	

	 	 	 	 		トライアル・	ギャラリー2014／長野県伊那文化会館	

	 	 	 		 	着想は眠らない展 2014・16／Gallery 忘我亭	

	 	 	 	 		PAINT５０	vol.2／PIGallery	

2013 年	 未来に届けるアート展／世田谷美術館区民ギャラリーA	

	 	 	 	 		2013 年展	2014・15／Mireya	Gallery	

2012 年	 100 人展／Ouchi	Gallery	

	 	 	 	 		七つの大罪/七つの美徳展／Me&	Art	Gallery	

	 	 	 	 		モノクロ画展／キチジョウジギャラリー	

2011 年	 nagano	art	file	2011／FLATFILE	

	 	 	 	 		細密展 2／A.C.T.	

	 	 	 	 		千代田芸術祭 2011・12／3331	Arts	Chiyoda	

	 	 	 	 		木津川アート 2011・12・13／木津川市内	

	 	 	 			 ヨッちゃんビエンナーレ 2011／大阪造形センター	

嘆きは空隙に捨て去り 
2014  
M80（1455x894） Acrylic 

深海は君を知らない  
2013 
M80（1455x894） Acrylic 
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空に巣掻く  
2014  
M30（910x606） Acrylic 

一鱗の容  
2013  
M30（910x606） Acrylic 

地平線をゆく飛行船 
2015 
M30（910x606） Acrylic 

地形もまた棲まう 
2013 
F10（ 530x455 ） Acrylic 

沈黙は風化した 
2013 
F10（ 530x455 ） Acrylic 

空漠に宿る 
2016 
（ 200×50×100程度が点在 ） 真鍮、ピアノ線 

眺めの空に漂う稜線 
2016 
（ 200×200×200～500×500×1200程度が点在 ）ピアノ線、銅板 
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	 TAIWA	project.とは、作家側と鑑賞側を繋げる「対話」をテーマした展覧会です。 
	

「対話」とは、違う意見を持つ二人あるいは複数の人間が、共通の話題について向かい合っ

て話をすること。芸術作品に置き換えた時、言語化できない情報を受け取ることで初めて

各々の解釈が生まれるのだと考えています。どんな解釈であれ、そこで鑑賞側が得る感覚や

感情こそ、作り手の作家側が必要とするものでもあり、双方を繋げていく可能性となれば幸

いです。今回が第二回目の展覧会です。三名の作家のグループ展示も同時開催致します。 
 
	 TAIWA	project.として今後も様々な企画、イベントを展開していきます。 

鮫島弓起雄(サメシマユミキオ) 
東京県出身/1985年生まれ 
 
<経歴> 
■グループ展	

2016「東京で小須戸」展/S.Y.P	Art	Space	

				「ゲンビどこでも企画公募 2016」展/広島市現代美術館	

				「アーテイスト・イン・レジデンス	小須戸 ART プロジェクト 2016」/あかり庵	

	 	 	Emerging	Artist	Review「山と人と道」岡崎詩をり	鮫島弓起雄/S.Y.P	Art	Space	

2015	野外アート展示「トロールの森 2015」/都立善福寺公園	

	 	 「アートスクランブル」展/GALLERY494	

2013「to美,or	not	to	美」展/遊美工房	

	

■受賞歴	

2016	広島市現代美術館「ゲンビどこでも企画公募 2016」飯田志保子賞	

	

<一言>	

2010 年東京造形大学の彫刻科を卒業。地震波形をモチーフとした作品や、「八百万の神」という考え方を基にした作品、かつて大和絵でよく使

われたすやり霞という手法を参考にした作品など、日本の文化や地域性に関連したものを制作。	

菅田奈那(スガタナナ)	
栃木県出身/1992年生まれ	

	
<経歴>	

1992	宇都宮出身	

2015	多摩美術大学工芸学科金属専攻	卒業	

現在	多摩美術大学大学院工芸専攻金属領域		

	 	 	在学中	

	

<一言>	

鉄の棒材を鍛造し、針金で遊ぶように制作をしています。	

M7.3 
2009 
60×120×15(cm) 
コンクリート、アクリル 

八百万分の三 
2011 
左 135×50×50(cm) 
中 50×30×30(cm) 
右 80×60×50(cm) 
コンクリート、鉄の廃材 

善福寺公園一角之図 
2015 
サイズ可変 
発泡ウレタン、壁紙 

無意識の存在 
2014 
2050×2750×1300(mm) 
鉄 

ジャングルタワー 
2015 
1600×1400×1500(mm) 
鉄 

ドローイング 
2016 
1400×2000×1500(mm)  
鉄 
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Gallery Conceal Shibuya 
〒150-0034 東京都渋谷区道玄坂 1-11-3 第一富士商事ビル 4階 
営業時間：展示イベントにより変動 
 
本展に関するお問い合わせ 
Tel：03-3463-0720（Gallery Conceal Shibuya） 
担当者 mobile：080-4007-8863（プレス担当者：相磯宛） 
Email：conceal@renovationplanning.co.jp 
URL：http://galleryconceal.wix.com/gconceal 

相澤安嗣志(アイザワアツシ)	
神奈川県出身/1991年生まれ	

	
<略歴>	

■個展	

2016	 「Self	do,	Self	have」	コートヤード広尾／東京	

2015	 「Effect」	ソノアイダ／東京	

		

■グループ展	

2016「韓国工芸館企画	韓中日国際交流展『展	·	相	·	繪	·	湛』」	 韓国工芸館／韓国	

				「アイトピアミュージアム」	 みやぎ生協文化会館アイトピアホール／宮城	

				「Hotel	Arts	Festival	in	PARK	HOTEL	TOKYO」	 パークホテル東京／東京	

				「STAND	ALONE展」	 ギャラリーHIROUMI／東京	

				「アートプロムナード」	 千里朝日阪急ビル／大阪	

2015「シブヤスタイル	vol.9」	 西武渋谷店美術画廊・オルタナティブスペース／東京	

				「FUTURE	CULTIVATORS	PROGRAM」	 PUBLIC	HOUSE／東京	

				「現代芸術復興財団アートアワード	第2回CAF賞	入選者展」	 3331	Arts	Chiyoda／東京	

				「2014年度多摩美術大学美術学部卒業制作展・大学院修了制作展」	 多摩美術大学	八王子キャンパス／東京	

				「情報デザイン学科メディア芸術コース卒業制作展	・－	・－	・－（ten	tsu	ten	tsu	ten	tsu）」	 横浜赤レンガ倉庫1号館／神奈川	

2014「Biotop」	 多摩美術大学	八王子キャンパス情報デザイン棟・芸術学棟ギャラリー／東京	

				「THE	9TH	100	ARTISTS	EXHIBITION」	 Ouchi	Gallery／ニューヨーク	

				「sél展～多摩美のメディア芸術祭2014～」	 MIRROR／東京	

2012「Breath	part-2」	 BankART	Studio	NYK	‒	Mini	Gallery／神奈川	

				「Breath	part-1」	 多摩美術大学	八王子キャンパス情報デザイン棟・芸術学棟ギャラリー／東京	

		

■アートフェア	

2016「Affordable	Art	Fair	Singapore」	 F1	Pit	Building／シンガポール	

		

■受賞歴	

2015	FUTURE	CULTIVATORS	PROGRAM	大賞	

2015	現代芸術復興財団アートアワード	第2回CAF賞	入選	

	

<一言>		

自然環境などの社会問題をテーマに、自身の原風景である自然との共生をもとにした独自の自然観を通して錆や磁力などの現象を使用した作品を

制作している。	

Bloom #3 
2016 
30.0 × 30.0 × 10.5 cm 
材料 ステンレス、鉄粉 

Origin #6,#7,#8 
2016 
各 30.0×30.0cm 
キャンバスに水干絵具、磁性塗料 

Flow(ov)er 
2015 
サイズ可変 
各 10.0×10.0×5.5cm 
磁石、鉄粉、 
塩化ナトリウム溶液、酢酸 


